
 

 

平成 31 年 4月 10 日    

（通算第 353号）     

問い合わせ先        

長野県庁園芸畜産課   

電話 026-235-7232   

 

 

 

 平成 31 年４月 10 日、愛知県瀬戸市の養豚農場で豚コレラの疑似患畜が確認され

ました。飼養衛生管理基準を徹底するとともに、とくに野生動物の侵入防止や

車両消毒等の対策を確実に実施していただくようお願いします。 

また、異常豚や異常いのししの早期発見・通報を徹底していただき、飼育

している豚・いのししで豚コレラを疑う症状があったら、家畜保健衛生

所へ通報をお願いします。 
   

 

 

 

 
                                                                 

  

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 
佐久 0267-62-4123 飯田 0265-53-0439 長野 026-226-0923 
伊那 0265-72-2782 松本 0263-47-3223 県庁園芸畜産課 026-235-7232 

 

 

発生概況 発生農場：愛知県瀬戸市 養豚農場 4,562 頭 

経 緯 
・４月 ９日：飼育豚で異常を認めたことから家畜防疫員が立入検査を実施 
・４月 10 日：精密検査の結果、疑似患畜であることを確認 

 

愛知県瀬戸市の養豚場で豚コレラ疑似患畜発生！ 

発生農場（19例目）の概要 

車両消毒の注意ポイント 

【消石灰帯を設置する場合】 

・車 2 台分の長さ（約 6ｍ）で設置 

・雨の後は消石灰を再度散布 

・定期的に散布（おおむね 2 週間に 1 回） 

 

【動力噴霧器等を設置する場合】 

・消毒薬が適切な濃度に調整されているか確認 

（一般的な逆性石鹸：500-2,000 倍、濃度は商品によって異なるので説明書を確認） 

・消毒薬がなくなっていないか、定期的に確認 

・定期的な動作確認 
 

 

 

＜石灰帯の設置例＞ 

消石灰散布の目安：0.5～1.0kg／ｍ2 

車 2 台分（約 6ｍ）を踏んで進む 

野生動物対策の注意ポイント 

・電気柵、防鳥・防獣ネット、フェンスなどによる物理的な侵入防止対策を徹底 

・衛生管理区域は定期的に除草を実施 

・豚舎内外の資材・廃棄物はこまめに整理・整頓 
・タンク下のこぼれ餌などはこまめに除去するとともに、消石灰を散布 

・野生動物の糞などを持ち込まないよう、長靴等は豚舎ごと交換 


